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─
司
令
塔
機
能
を
有
す
る
防
災
省
の
体
制
─

防
災
省
と
危
機
管
理

　
防
災
省
と
い
う
新
た
な
役
所
を
創
設
す
る
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
諸
外
国
の
体
制
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
型
の
防
災
・
危
機
管
理
対
応
の
司
令
塔
機
能
を
有
し
、
専
門
性
の
高
い
人
材
が
常

在
し
て
統
括
す
る
体
制
の
整
備
と
、
法
制
度
の
不
備
を
解
消
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

濱口 和久
▶�拓殖大学地方政治行政研究所特任
教授・防災教育研究センター長

「
防
災
省
」
創
設
の
議
論

　
一
月
一
日
に
起
き
た
能
登
半
島
地

震
の
復
旧
・
復
興
の
さ
な
か
、
九
月

に
は
能
登
半
島
を
豪
雨
が
襲
い
、
再

び
甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
。
仮
設
住

宅
が
建
設
さ
れ
た
地
域
に
も
泥
水
が

流
れ
込
み
床
上
浸
水
し
た
。
地
震
か

ら
約
一
年
が
経
過
し
て
も
、
い
ま
だ

断
水
が
続
い
て
い
る
地
域
も
あ
り
、

被
災
地
は
塗
炭
の
苦
し
み
が
続
い
て

い
る
。

　

十
月
に
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
の
総

選
挙
で
は
、
能
登
半
島
で
の
教
訓
か

ら
、
防
災
対
策
強
化
の
必
要
性
が
叫

ば
れ
、
各
党
が
「
防
災
庁
」
創
設
や

避
難
所
環
境
の
改
善
、
首
都
機
能

分
散
な
ど
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
。

　

以
前
か
ら
「
防
災
省
」
創
設
を
主

張
し
て
い
た
石
破
茂
氏
が
首
相
に
就

任
す
る
と
、「
防
災
庁
」
を
経
て
「
防

災
省
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
政
権
の

目
玉
政
策
の
一
つ
に
し
て
い
た
が
、

総
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
、「
防
災

庁
」
創
設
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
か
ど

う
か
は
不
透
明
な
状
況
だ
。

　
「
防
災
庁
」
創
設
の
議
論
は
、
昭

和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
十
二
月

に
、
自
治
庁
（
現
・
総
務
省
）
が
「
災

害
対
策
基
本
法
案
要
綱
」
に
防
災
庁

の
設
置
等
を
盛
り
込
ん
だ
の
が
最
初

で
あ
る
。
そ
の
後
も
防
災
庁
の
必
要

性
は
国
会
で
の
論
戦
や
政
府
内
で
た

び
た
び
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
具
体

的
な
結
論
を
得
な
い
ま
ま
現
在
に
至

っ
て
い
る
。「
防
災
省
」
創
設
に
つ
い

て
は
、
霞
が
関
の
縦
割
り
行
政
の
な

か
で
、
前
向
き
な
議
論
で
は
な
く
、

後
ろ
向
き
の
議
論
が
続
い
て
き
た
。

　

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
七

月
、
関
西
広
域
連
合
「
我
が
国
の
防

災
・
減
災
体
制
の
あ
り
方
に
関
す
る

懇
談
会
」
が
報
告
書
『
我
が
国
の
防

災
・
減
災
体
制
の
あ
り
方
に
係
る
検

討
報
告
書
』
を
発
表
。「
我
が
国
の

防
災
・
減
災
対
策
を
担
う
に
ふ
さ
わ

し
い
強
い
調
整
機
能
を
有
す
る
官
庁

の
創
設
」、「
専
門
能
力
の
高
い
人
材

と
蓄
積
さ
れ
た
知
見
を
有
す
る
官

庁
の
創
設
」
の
二
点
を
柱
と
す
る
防

災
省
（
庁
）
創
設
を
提
案
し
て
い
る

（
関
西
広
域
連
合
：
救
急
医
療
の
連

携
や
防
災
等
の
府
県
域
を
越
え
た

行
政
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
、
及
び

国
の
出
先
機
関
の
受
け
皿
と
な
っ
て

地
方
分
権
を
推
進
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
近
畿
地
方
及
び
鳥
取
、

徳
島
県
の
八
府
県
が
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
い
て
平
成
二
十
二
年

十
二
月
一
日
に
設
立
す
る
）。

　

全
国
知
事
会
も
平
成
三
十
年
七

月
に
『
国
難
レ
ベ
ル
の
巨
大
災
害
に
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行
政
）
す
る
体
制
が
続
き
、
内
閣
府

の
職
員
の
大
半
は
省
庁
や
地
方
自
治

体
か
ら
平
均
で
約
二
年
間
の
出
向
で

あ
り
、
災
害
対
応
経
験
が
少
な
い
職

員
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
消
防
庁
も
総
務

省
に
採
用
さ
れ
人
事
異
動
で
消
防

庁
に
勤
務
し
、
数
年
で
総
務
省
に
戻

る
職
員
と
市
町
村
消
防
か
ら
出
向

し
て
い
る
職
員
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
人
的
資
源
の
蓄
積
が
難
し
い
。

　

官
僚
機
構
は
過
去
の
事
例
「
前
例

主
義
」
に
基
づ
い
て
課
題
解
決
を
し

て
い
く
が
、「
緊
急
時
」
は
過
去
の
事

例
に
基
づ
い
て
方
針
を
決
め
る
こ
と

が
不
可
能
な
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た

め
、「
緊
急
時
」
に
は
危
機
管
理
対

応
の
最
高
指
揮
官
で
あ
る
首
相
が

事
態
を
見
極
め
て
決
心
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

や
東
日
本
大
震
災
で
は
首
相
の
方
針

の
打
ち
出
し
が
遅
れ
た
こ
と
で
事
態

が
悪
化
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
基
本
法
の
最

大
の
欠
陥
が
放
置
さ
れ
続
け
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
意
外
と
認
識
さ
れ

て
い
な
い
。
東
日
本
大
震
災
で
は
多

く
の
被
災
し
た
市
町
村
で
は
行
政
機

能
が
麻
痺
し
た
こ
と
で
、
県
に
支
援

要
請
が
で
き
ず
、
県
や
国
か
ら
の
救

負
け
な
い
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
緊
急

提
言
』
の
な
か
で
「
国
難
レ
ベ
ル
の

巨
大
災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
国
の

指
揮
命
令
系
統
を
明
確
化
し
、
対

応
調
整
権
限
や
予
算
措
置
も
含
め

て
、
災
害
へ
の
備
え
か
ら
復
旧
ま
で

担
う
『
防
災
省
（
仮
称
）』
を
創
設
す

る
こ
と
」
を
明
記
。
令
和
元
（
二
〇

一
九
）
年
七
月
の『「
復
興
・
創
成
期

間
」
後
も
必
要
と
な
る
復
興
及
び
防

災
・
減
災
体
制
の
確
立
を
求
め
る
提

言
』
で
も
「
大
規
模
災
害
を
想
定
し

事
前
復
興
か
ら
復
旧
・
復
興
ま
で
の

一
連
の
対
策
を
担
う
専
任
の
省
庁
の

創
設
及
び
そ
れ
を
指
揮
す
る
専
任
の

大
臣
を
お
く
こ
と
」
を
明
記
し
て
い

る
。
翌
年
六
月
の『
東
日
本
大
震
災

「
復
興
・
創
成
期
間
」
後
の
防
災
・

減
災
対
策
の
推
進
を
求
め
る
提
言
』

の
な
か
で
も
、
国
に
お
け
る
防
災
・

減
災
体
制
の
強
化
と
し
て
、「
防
災

省
（
仮
称
）
な
ど
の
創
設
と
、
そ
れ

を
指
揮
す
る
専
任
の
大
臣
を
置
く
こ

と
」
を
重
ね
て
明
記
し
て
い
る
。
令

和
三
年
の
共
同
通
信
社
の
調
査
で

も
、
全
国
の
自
治
体
の
六
十
四
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
が
防
災
省
（
庁
）
を
必

要
と
回
答
し
て
い
る
。
国
よ
り
も
地

方
の
ほ
う
が
「
防
災
省
」
創
設
に
積

極
的
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
、
令
和
六
年
四
月
二
十
五

日
、
民
間
団
体
「
ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム（
会
長
：
三
村
明

夫
・
日
本
製
鉄
株
式
会
社
名
誉
会

長
）」
が
岸
田
文
雄
首
相
に
手
交
し

た
第
四
次
提
言
の
な
か
で
も
、「
内

閣
官
房
に
は
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応

す
る
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
型
の
司
令
塔

組
織
を
設
置
し
、
専
門
性
の
高
い
ス

タ
ッ
フ
が
常
在
し
て
統
括
す
る
体
制

に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

現
状
の
防
災
行
政

　

日
本
の
防
災
行
政
は
大
規
模
災

害
を
経
験
す
る
た
び
に
見
直
し
が
行

わ
れ
て
き
た
。

　

特
に
戦
後
の
日
本
で
防
災
行
政
の

在
り
方
に
つ
い
て
大
き
な
議
論
を
起

こ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
約
五

千
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
昭
和
三
十

四
年
の
伊
勢
湾
台
風
だ
。
二
年
後
の

昭
和
三
十
六
年
に
災
害
対
策
基
本

法
が
制
定
さ
れ
、
政
府
お
よ
び
公
的

セ
ク
タ
ー
を
す
べ
て
巻
き
込
む
防
災

行
政
推
進
の
基
本
的
枠
組
み
が
作

ら
れ
る
。
首
相
を
ト
ッ
プ
と
す
る
中

央
防
災
会
議
が
設
置
さ
れ
、
災
害

対
策
に
つ
い
て
の
国
・
都
道
府
県
・

市
町
村
・
指
定
公
共
機
関
の
防
災
上

の
責
任
分
担
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を

担
保
す
る
手
段
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
防
災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
る
。
兵
庫
県
南
部
地
震

（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
後
に
災
害

対
策
基
本
法
の
大
改
正
が
行
わ
れ
る

と
、
著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
災
害

の
場
合
に
は
、
災
害
緊
急
事
態
の
布

告
が
な
く
と
も
、
緊
急
災
害
対
策

本
部
の
設
置
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

政
府
の
災
害
対
策
本
部
は
、
緊

急
災
害
対
策
本
部
の
他
に
非
常
災

害
対
策
本
部
が
あ
る
が
、
緊
急
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
の
は
平
成
二

十
三
年
三
月
十
一
日
に
起
き
た
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震

災
）
の
と
き
だ
け
だ
。
非
常
災
害
対

策
本
部
は
防
災
担
当
相
を
本
部
長

と
し
、
地
方
自
治
体
の
首
長
な
ど
に

指
示
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
各

省
の
大
臣
に
は
指
示
を
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
。

　

内
閣
府
（
防
災
担
当
）
が
国
土
庁

に
代
わ
っ
て
防
災
業
務
を
担
う
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
も
、
省
庁
ご
と
に
防

災
業
務
の
事
務
を
分
担
管
理
（
縦
割

社 会
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助
隊
の
派
遣
や
支
援
物
資
の
到
着
が

遅
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
被
災

し
た
市
町
村
が
第
一
次
災
害
対
応
の

責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
災
害
対
策

基
本
法
の
立
て
つ
け
を
見
直
す
べ
き

だ
ろ
う
（
熊
本
地
震
か
ら
は
政
府
に

よ
る
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
も
始
ま
っ
た

が
課
題
も
多
い
）。

　

首
都
直
下
地
震
や
富
士
山
の
噴

火
の
よ
う
な
「
国
難
級
」
の
大
規
模

災
害
に
よ
り
、
首
都
機
能
が
麻
痺

す
る
よ
う
な
事
態
が
首
都
圏
を
襲

え
ば
、
首
相
官
邸
も
無
傷
で
あ
る
保

障
は
な
い
。
霞
が
関
の
省
庁
の
建
物

も
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
政
府
の
計
画
で
は
、
首
相
官
邸

が
使
用
不
能
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

合
同
庁
舎
八
号
館
の
地
下
に
指
揮

所
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
も
使
用
で
き
な
い
場
合
に

は
防
衛
省
の
地
下
が
指
揮
所
と
な

り
、
さ
ら
に
立
川
広
域
防
災
基
地
が

指
揮
所
と
な
る
予
定
だ
が
、
果
た
し

て
こ
の
程
度
の
移
転
で
最
悪
の
事
態

に
対
応
で
き
る
の
か
。
し
か
も
立
川

広
域
防
災
基
地
の
指
揮
所
は
、
地
下

で
は
な
く
地
上
の
施
設
と
な
っ
て
い

る
。

　

自
然
災
害
で
は
な
い
が
、
北
朝
鮮

に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
で

都
心
が
被
害
を
受
け
た
場
合
、
立
川

市
は
都
心
か
ら
約
三
十
キ
ロ
し
か
離

れ
て
お
ら
ず
、
被
害
圏
内
に
入
る
恐

れ
が
あ
る
。
最
低
で
も
百
キ
ロ
離
れ

た
場
所
に
新
た
な
指
揮
所
と
な
る
施

設
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
を
建
設
す
る
べ

き
で
あ
る
。

諸
外
国
を
参
考
に

　

米
国
に
一
九
七
九
年
に
創
設
さ
れ

た
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ａ
）
の
よ
う
な
災
害
・
危
機
管
理
対

応
の
司
令
塔
機
能
を
持
っ
た
組
織
を

日
本
に
も
設
け
る
べ
き
だ
と
す
る
意

見
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
防
災
省
を

創
設
す
る
場
合
に
参
考
に
す
る
国
と

し
て
、
日
本
と
国
土
面
積
や
災
害
発

生
頻
度
、
地
形
特
性
が
似
て
い
る
イ

タ
リ
ア
の
体
制
を
紹
介
し
た
い
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
一
九
八
二
年
に
災

害
防
護
の
全
体
調
整
を
担
う
機
関

と
し
て
、
災
害
防
護
調
整
相
お
よ

び
、
首
相
が
率
い
る
非
常
事
態
の
予

測
、
防
止
、
お
よ
び
管
理
な
ど
を
担

当
す
る
国
家
機
関
と
し
て
災
害
防

護
庁
が
設
立
さ
れ
た
。

　

災
害
防
護
庁
の
組
織
は
、
長
官
、

副
長
官
、
部
、
課
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ

組
織
か
ら
な
り
、
専
門
性
を
持
っ
た

職
員
数
が
約
七
百
人
。
長
官
は
、
災

害
防
護
庁
の
任
務
遂
行
に
お
け
る

指
揮
・
調
整
・
統
制
の
統
括
責
任
者

で
あ
る
。
副
長
官
は
、
長
官
を
補
佐

し
、
長
官
不
在
時
に
長
官
職
を
代

行
す
る
。
組
織
は
第
一
部
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
人
材
育
成
・
防
災
教
育
）、

第
二
部
（
水
害
・
人
災
・
森
林
火

災
）、
第
三
部
（
地
震
・
火
山
）、
第

四
部
（
緊
急
事
態
管
理
）
第
五
部

（
管
理
・
予
算
）
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　

災
害
防
護
庁
の
地
下
に
は
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
が
あ
り
、
軍
や
警

察
、
消
防
、
赤
十
字
な
ど
の
組
織
が

二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
三
交
代

制
で
常
時
モ
ニ
タ
ー
監
視
や
情
報
収

集
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
海
軍
は
イ

タ
リ
ア
周
辺
の
地
中
海
を
航
行
す
る

す
べ
て
の
船
舶
の
行
動
を
追
跡
し
て

お
り
、
空
軍
は
森
林
火
災
が
あ
れ
ば

三
十
分
以
内
に
消
火
用
航
空
機
を

発
進
さ
せ
る
体
制
を
敷
い
て
い
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
大
規
模
な
地
震

の
情
報
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
も
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
な
体

制
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
、

日
本
で
は
内
閣
危
機
管
理
監
を
実

務
上
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
防
災
行
政

を
は
じ
め
と
す
る
危
機
管
理
対
応
は

内
閣
官
房
と
前
述
の
内
閣
府
（
防
災

担
当
）
が
担
っ
て
い
る
。

　

内
閣
官
房
に
は
三
人
の
内
閣
官

房
副
長
官
補
が
い
る
が
、
そ
の
う
ち

の
一
人
が
事
態
対
処
と
危
機
管
理
を

担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
首
相
官
邸
の

地
下
に
は
内
閣
情
報
集
約
セ
ン
タ
ー

と
官
邸
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
が
設
け

ら
れ
、
二
十
四
時
間
、
三
百
六
十
五

日
、
交
替
制
の
勤
務
シ
フ
ト
を
敷
い

て
い
る
。
内
閣
情
報
集
約
セ
ン
タ
ー

は
内
閣
情
報
官
が
統
括
し
、
こ
こ
で

集
め
ら
れ
た
情
報
の
な
か
で
特
に
重

要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
官
邸
危
機

管
理
セ
ン
タ
ー
に
報
告
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
事
態
の
内
容
ご
と
に
担
当
す

る
内
閣
参
事
官
が
危
機
管
理
監
、

内
閣
官
房
副
長
官
補
、
内
閣
危
機

管
理
審
議
官
に
報
告
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
内
閣
危
機
管
理
監
は
事

態
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
官
邸
内
に

官
邸
対
策
室
、
官
邸
連
絡
室
、
情

報
連
絡
室
の
い
ず
れ
か
を
開
設
。
官

邸
対
策
室
が
設
置
さ
れ
た
場
合
に

は
、
各
省
庁
の
局
長
ク
ラ
ス
か
ら
構
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成
さ
れ
る
緊
急
参
集
チ
ー
ム
が
召
集

さ
れ
、
官
邸
連
絡
室
は
事
態
の
悪
化

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
官
邸
対
策

室
に
格
上
げ
さ
れ
る
。
ま
た
、
情
報

集
約
や
首
相
へ
の
報
告
、
関
係
省
庁

と
の
連
絡
調
整
を
官
邸
連
絡
室
が

行
い
、
政
府
と
し
て
の
初
動
措
置
の

総
合
調
整
を
行
う
の
が
官
邸
対
策

室
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
閣
官
房
は
内
閣
府
（
防
災
）
と

同
様
に
省
庁
か
ら
約
二
年
で
交
代
す

る
出
向
者
の
集
ま
り
で
あ
り
、
イ
タ

リ
ア
の
災
害
防
護
庁
と
は
違
い
長
期

間
勤
務
す
る
体
制
に
は
な
っ
て
い
な

い
。緊

急
事
態
条
項
の
明
記

　

駒
沢
大
学
の
西
修
名
誉
教
授
が
一

九
九
〇
年
以
降
に
制
定
さ
れ
た
百
四

カ
国
の
憲
法
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

緊
急
事
態
条
項
の
明
記
が
な
い
憲
法

は
皆
無
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
成
文

憲
法
を
定
め
て
い
な
い
英
国
に
お
い

て
も
、
緊
急
事
態
が
生
じ
た
場
合
、

政
府
が
「
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ル
ー
ル（
＝

戒
厳
令
）」
を
発
令
す
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
緊
急
事

態
条
項
が
な
い
こ
と
で
、
被
災
地
で

の
救
助
活
動
や
復
旧
・
復
興
の
活
動

に
大
き
な
支
障
が
生
じ
た
。
瓦
礫
な

ど
を
撤
去
し
て
一
刻
も
早
く
被
災
現

場
へ
の
緊
急
道
路
を
開
通
さ
せ
る
必

要
が
あ
っ
た
が
、「
財
産
権
」
と
い
う

壁
に
阻
ま
れ
て
、
ま
ず
は
瓦
礫
の
中

か
ら
個
人
の
財
産
物
を
取
り
出
さ
な

け
れ
ば
撤
去
で
き
な
い
と
い
う
事
態

が
起
き
た
。
こ
れ
で
は
救
え
る
生
命

も
救
え
な
い
。
必
要
物
資
（
燃
料
・

食
料
・
飲
料
・
薬
品
）
の
買
い
占
め

も
起
き
た
。

　

本
来
な
ら
ば
、
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
か
ら
緊
急
事
態
条
項
を
日
本

国
憲
法
に
明
記
す
る
方
向
で
の
議
論

が
国
会
で
も
進
む
べ
き
だ
が
、
一
部

政
党
の
反
対
に
よ
り
憲
法
審
査
会
が

機
能
停
止
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
日

本
国
憲
法
は
、
国
民
す
べ
て
の
権

利
・
自
由
が
「
公
共
の
福
祉
」
に
よ

っ
て
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
明
記
し
て

い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
こ
と

を
忘
れ
、「
私
権
」
を
絶
対
視
す
る

か
の
よ
う
な
風
潮
で
は
、「
緊
急
時
」

に
、
国
が
国
民
の
生
命
と
生
活
を
守

る
こ
と
な
ど
到
底
で
き
な
い
。

　

日
本
と
同
じ
敗
戦
国
の
ド
イ
ツ

（
西
ド
イ
ツ
）
の
基
本
法
に
も
緊
急

事
態
条
項
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
西

ド
イ
ツ
は
一
九
六
八
年
に
基
本
法
を

改
正
し
、
緊
急
事
態
条
項
を
盛
り

込
ん
だ
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本

法
」
を
制
定
し
た
。
同
法
は
国
内
の

反
乱
や
災
害
等
の
内
部
的
緊
急
事

態
と
、
外
国
か
ら
の
侵
略
等
の
外
部

的
緊
急
事
態
に
分
け
る
と
と
も
に
、

外
部
的
緊
急
事
態
に
つ
い
て
は
、
緊

急
事
態
の
程
度
と
性
格
に
応
じ
て
、

「
防
衛
事
態
」、「
防
衛
事
態
」
の
前

段
階
と
し
て
の
「
緊
迫
事
態
」
等
に

区
分
し
、
段
階
的
な
対
処
方
法
を

規
定
し
て
い
る
。
同
法
に
は
「
移
動

の
自
由
」
を
保
障
す
る
が
、
同
時
に

「
伝
染
病
の
危
険
、
自
然
災
害
、
重

大
な
災
害
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に

必
要
な
場
合
、
こ
れ
を
制
限
す
る
」

と
い
う
規
定
が
あ
る
。

　

同
じ
く
イ
タ
リ
ア
も
災
害
防
護
に

関
す
る
国
の
法
令
を
整
理
・
統
合
し

て
、「
災
害
防
護
法
典
」
を
二
〇
一
八

年
に
制
定
し
て
い
る
。
災
害
時
の
対

応
を
三
つ
の
段
階
に
分
け
、
各
段
階

は
コ
ム
ー
ネ（
基
礎
自
治
体
）、
県

又
は
州
、
国
の
レ
ベ
ル
ご
と
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。
第
一
段
階
は
個
々
の

コ
ム
ー
ネ
・
行
政
機
関
の
通
常
の
権

限
に
よ
る
活
動
で
対
応
可
能
な
通
常

災
害
。
第
二
段
階
は
複
数
の
コ
ム
ー

ネ
・
行
政
機
関
の
連
携
と
、
期
間
を

限
定
し
て
認
め
ら
れ
る
手
段
・
権
限

に
よ
る
対
応
が
必
要
と
な
る
大
規
模

災
害
。
第
三
段
階
は
即
時
に
、
期
間

を
限
定
し
て
認
め
ら
れ
る
特
別
な
手

段
・
権
限
に
よ
る
対
応
が
必
要
な
全

国
レ
ベ
ル
の
激
甚
災
害
。
第
三
段
階

に
対
し
て
は
、
関
係
す
る
州
又
は
自

治
県
の
要
請
又
は
同
意
に
基
づ
き
、

首
相
の
求
め
に
応
じ
て
、
閣
議
に
よ

り
緊
急
事
態
を
宣
言
（
発
出
）
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

将
来
、
日
本
に
防
災
省
が
創
設

さ
れ
る
場
合
、
諸
外
国
で
は
当
た
り

前
の
緊
急
事
態
条
項
を
設
け
る
こ
と

で
、
防
災
省
が
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
型

の
防
災
・
危
機
管
理
対
応
の
司
令
塔

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
の
で

あ
る
。

は
ま
ぐ
ち
・
か
ず
ひ
さ
―
■

一
九
六
八
年
熊
本
県
生
ま
れ
。
防
衛
庁
陸
上

自
衛
隊
、
日
本
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
、
栃
木
市
首
席
政
策
監
な
ど
を
経
て
現

職
。
日
本
大
学
法
学
部
公
共
政
策
学
科
非
常

勤
講
師
（
消
防
政
策
）、
一
般
財
団
法
人
防

災
教
育
推
進
協
会
理
事
長
な
ど
を
務
め
る
。

社 会


